
教
育
が
つ
く
る
日
本
の
未
来

　

世
紀
の
転
換
点
に
あ
っ
て
、「
子
ど
も
の
問
題
」
が

あ
ら
た
め
て
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
ま
す
。
校

内
暴
力
、
い
じ
め
、
不
登
校
、
学
級
崩
壊
、
学
力
低

下
、
援
助
交
際
な
ど
が
、
こ
の
二
〇
年
ほ
ど
急
速
に

問
題
化
し
て
き
ま
し
た
。そ
し
て「
一
七
歳
の
犯
罪
」。

　

一
連
の
問
題
事
象
は
、
人
間
形
成
の
基
本
が
深
い

と
こ
ろ
で
歪
み
始
め
て
い
る
と
い
う
印
象
を
掻
き
立

て
て
き
ま
し
た
。
そ
の
印
象
が
そ
れ
ほ
ど
重
視
す
る

必
要
の
な
い
も
の
な
の
か
、
そ
れ
と
も
由
々
し
き
事

態
の
予
兆
な
の
か
、
今
の
と
こ
ろ
定
か
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
学
校
教
育
の
あ
り
方
を
含
め
て
、

現
代
の
生
育
環
境
の
歪
み
を
問
い
直
す
契
機
と
な
っ

て
き
た
こ
と
は
確
か
で
す
。

　

教
育
は
、
子
ど
も
の
現
在
と
将
来
、
社
会
の
現
在

と
未
来
に
関
わ
る
営
み
で
す
。
そ
れ
が
歪
ん
で
い
る

な
ら
、
子
ど
も
の
将
来
も
社
会
の
未
来
も
危
う
く
な

り
ま
す
。
そ
う
な
ら
な
い
た
め
に
も
、
豊
か
な
教
育

を
実
現
し
て
い
く
こ
と
は
、
私
た
ち
の
重
要
な
課
題

で
あ
り
責
務
で
す
。

〈
教
育
〉〈
学
習
・
成
長
〉
に
関
す
る 

学
際
的
・
総
合
的
研
究

　

教
育
学
は
、
そ
う
い
う
営
み
と
し
て
の
教
育
を
理

論
的
・
実
証
的
に
研
究
す
る
学
問
で
す
。
お
よ
そ〈
教

育
〉
と
い
う
言
葉
で
想
起
さ
れ
る
あ
ら
ゆ
る
現
象
、

子
ど
も
・
人
間
の
発
達
・
成
長
や
生
活
・
学
習
に
関

わ
る
諸
現
象
を
対
象
と
し
て
、
そ
の
形
態
・
構
造
・

メ
カ
ニ
ズ
ム
や
機
能
・
性
質
・
意
味
を
究
明
し
、
も

っ
て
教
育
の
実
践
・
政
策
や
社
会
生
活
の
改
善
に
資

す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
学
問
で
す
。

　

そ
の
意
味
で
、
教
育
学
は
対
象
に
よ
っ
て
成
り
立

つ
学
問
で
あ
り
、
教
育
学
に
固
有
の
方
法
が
あ
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
人
間
形
成
を
指
針
と
し
、
哲

学
、
歴
史
、
社
会
学
、
経
済
学
、
文
化
人
類
学
、
心

理
学
、
行
政
学
、
生
理
学
な
ど
の
方
法
を
駆
使
し
て
、

教
育
現
象
を
解
明
し
よ
う
と
す
る
学
問
な
の
で
す
。

　

し
た
が
っ
て
、
大
学
院
教
育
学
研
究
科
の
ス
タ
ッ

フ
が
手
が
け
て
い
る
研
究
も
実
に
多
彩
で
す
。
た
と

え
ば
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
体
罰
の
歴
史
を
一
八
六

〇
年
の
学
校
体
罰
史
事
件
を
手
掛
か
り
に
思
想
史
的

に
考
察
し
た
研
究
、
日
本
に
お
け
る
し
つ
け
の
歴
史

や
青
少
年
問
題
の
展
開
に
関
す
る
研
究
、
学
歴
社
会

の
生
成
・
展
開
や
学
校
教
育
と
労
働
市
場
と
の
関
係

に
関
す
る
研
究
、
文
化
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
適
応
問

題
を
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
形
成
・
�
藤
と
い
う
視
点

か
ら
解
明
し
よ
う
と
す
る
研
究
、
子
ど
も
の
学
習
・

発
達
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
や
学
力
形
成
の
問
題
に
関
す
る

認
知
・
学
習
・
発
達
心
理
学
的
研
究
、
青
少
年
の
心

的
障
害
・
関
係
性
障
害
や
そ
の
解
決
へ
の
心
理
臨
床

的
援
助
に
関
す
る
研
究
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
教
育
方

法
・
教
師
文
化
や
学
校
文
化
に
関
す
る
実
践
的
・
理

論
的
研
究
、
教
育
行
財
政
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、

身
体
の
し
く
み
や
運
動
能
力
の
形
成
に
関
す
る
生
理

学
的
研
究
、
体
育
・
運
動
・
ス
ポ
ー
ツ
の
効
能
と
あ

り
方
に
関
す
る
研
究
、
学
力
・
心
理
・
身
体
機
能
の

測
定
や
関
連
デ
ー
タ
の
統
計
学
的
分
析
法
の
開
発
な

ど
、
き
わ
め
て
多
岐
に
わ
た
っ
て
多
彩
な
研
究
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

大
学
院
留
学
生
や
外
国
人
研
究
員
も
多
く
、
国
際

的
な
研
究
交
流
も
盛
ん
で
す
。

大
学
院
教
育
学
研
究
科
・
教
育
学
部
の
組
織
と
目
的

　

大
学
院
教
育
学
研
究
科
・
教
育
学
部
は
、
左
表
の

よ
う
な
六
コ
ー
ス
・
一
附
属
セ
ン
タ
ー
を
擁
し
て
、

研
究
・
教
育
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。
そ
の
主
目
的

は
、
教
員
養
成
で
は
な
く
、
教
育
文
化
の
研
究
と
そ

の
担
い
手
の
育
成
、
及
び
教
育
研
究
者
の
養
成
に
あ

り
ま
す
。
な
お
、教
育
学
部
附
属
中
等
教
育
学
校
は
、

中
高
一
貫
教
育
の
実
践
教
育
を
進
め
て
い
ま
す
が
、

双
生
児
研
究
で
世

界
的
に
誇
れ
る
貴

重
な
デ
ー
タ
を
蓄

積
し
て
い
る
こ
と

も
特
筆
に
値
す
る

で
し
ょ
う
。

藤
田
英
典
（
ふ
じ
た
・

ひ
で
の
り　

大
学
院

教
育
学
研
究
科
長
）
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大学院教育学研究科・教育学部�
Graduate School of Education and Faculty of Education

No. 3

大学院（総合教育科学専攻）・�
学部（総合教育科学科）の構成�

教育学理論、教育史（日本）、�

教育人間学、教育史（西欧）�

教育学�

教育学�

大学院�
学部�

比較教育社会学�

比較教育社会学�

教育心理学�

教育心理学�

�

生涯教育計画�

教育行政学�

身体教育学�

身体教育学�

学校臨床総合�
教育研究センター�
（大学院附属研究センター）�

教育社会学、比較教育システム論、�

高等教育論、比較教育学�

学習心理学、発達臨床心理学、�

教授心理学、教育情報科学�

学習開発学、教材開発学、教職開�

発学、授業開発学、学校臨床学�

教育行政学、生涯学習論、�

社会教育学、図書館情報学�

身体教育学、教育生理学、�

スポーツ科学、健康教育学�

コース� 教育研究分野�

いじめ、不登校、学力低下、情報教�
育など、様々の教育問題について�
プロジェクト方式で学際的・実践�
的研究を行う。�

学校教育開発学�

学校教育学�

教育は、子どもの現在と将来、社会の現在と未来に関わる営みです 。それが歪んで

いるなら、子どもの将来も社会の未来も危うくなります 。そうならないためにも、

豊かな教育を実現していくことは、私たちの重要な課題であり責務です 。

変動社会における青少年問題（暴力・非行・いじめ等）

に関する日米会議（1999年2月26日～28日）

主催：大学院教育学研究科附属学校臨床総合教育研

究センター

　

海
洋
研
究
所
は
全
国
共
同
利
用
研
究
所
と
し
て
、

昭
和
三
七
年
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
海
洋
の
物
理
過

程
、
海
流
・
気
象
の
動
態
、
物
質
循
環
、
海
底
の
地

質
構
造
・
テ
ク
ト
ニ
ク
ス
、
海
洋
生
物
の
生
態
学
・

生
理
学
・
生
化
学
や
水
産
資
源
の
研
究
な
ど
、
広
範

な
海
に
か
ん
す
る
事
象
を
、
学
際
的
、
総
合
的
に
研

究
し
て
い
ま
す
。
本
年
度
の
改
組
に
よ
り
、六
部
門
・

一
六
分
野
と
な
り
、各
分
野
に
は
一
名
ず
つ
の
教
授
、

助
教
授
、
助
手
が
所
属
し
て
い
ま
す
。

　

多
く
の
国
々
を
結
ぶ
海
を
対
象
に
す
る
海
洋
研
究

は
、国
内
は
も
と
よ
り
国
際
共
同
研
究
が
基
本
で
す
。

本
研
究
所
は
、
海
底
下
二
○
○
○
メ
ー
ト
ル
の
試
料

を
採
取
す
る
国
際
深
海
掘
削
研
究
計
画
、
海
洋
予
報

を
実
現
す
る
世
界
海
洋
観
測
シ
ス
テ
ム
、
海
洋
生
物

資
源
の
変
動
を
研
究
す
る
国
際
生
態
系
研
究
、
海
洋

の
物
質
循
環
を
研
究
す
る
海
洋
フ
ラ
ッ
ク
ス
計
画
な

ど
に
、
積
極
的
に
か
か
わ
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
日

本
学
術
振
興
会
の
拠
点
大
学
方
式
に
よ
る
、
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
、
タ
イ
、
マ
レ
ー
シ
ア
と
の
現
地
調
査
を
含

む
共
同
研
究
と
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
国

際
共
同
研
究
の
た
め
に
、
海
洋
科
学
国
際
共
同
研
究

セ
ン
タ
ー
が
平
成
六
年
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
平
成
一
二
年
に
は
、
海
洋
環
境
保
全
と
海
洋
の

利
用
開
発
を
促
進
す
る
た
め
、
海
洋
環
境
研
究
セ
ン

タ
ー
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

海
洋
研
究
所
の
目
玉
は
な
ん
と
い
っ
て
も
研
究
船

を
も
っ
て
い
る
こ
と
で
、
船
長
を
は
じ
め
と
す
る
乗

組
員
も
研
究
に
か
か
せ
な
い
存
在
で
す
。
太
平
洋
の

航
海
を
主
と
す
る
白
鳳
丸（
三
九
九
一
ト
ン
）は
、
平

成
元
年
の
建
造
時
に
は
世
界
一
周
も
経
験
し
て
い
ま

す
。昭
和
五
七
年
に
建
造
さ
れ
た
淡
青
丸（
六
○
六
ト

ン
）は
、国
内
の
港
を
起
点
に
グ
ア
ム
島
付
近
ま
で
の

航
海
を
担
当
し
て
お
り
、
一
一
名
の
研
究
者
が
乗
船

し
ま
す
。 

　

一
方
、
昭
和
四
八
年
に
大
�
に
設
置
さ
れ
た
臨
海

研
究
セ
ン
タ
ー
は
、
黒
潮
と
親
潮
が
は
い
り
こ
む
地

の
利
を
得
て
、サ
ケ
が
産
卵
遡
上
す
る
三
陸
海
岸
で
、

三
隻
の
観
測
艇
に
よ
る
標
本
の
採
取
を
行
っ
て
い
ま

す
。
毎
年
八
○
に
も
の
ぼ
る
研
究
課
題
の
遂
行
の
た

め
、
一
日
あ
た
り
平
均
二
〇
人
、
の
べ
五
○
○
○
人

が
研
究
に
従
事
し
て
い
ま
す
。

　

本
研
究
所
の
も
う
ひ
と
つ
の
重
要
な
役
割
は
、
理

学
系
研
究
科
と
農
学
生
命
科
学
研
究
科
の
協
力
講
座

と
し
て
の
大
学
院
教
育
で
す
。
現
在
、
四
六
名
の
修

士
課
程
の
学
生
と
五
六
名
の
博
士
課
程
の
学
生
と
と

も
に
、
二
四
名
の
ポ
ス
ト
ド
ク
ト
ラ
ル
・
フ
ェ
ロ
ー

と
二
二
名
の
研
究
生
が
在
籍
し
て
い
ま
す
。彼
ら
も
、

指
導
教
官
と
と
も
に
研
究
船
に
乗
船
し
ま
す
。

　

研
究
所
の
ス
タ
ッ

フ
は
海
洋
学
の
普
及

に
も
積
極
的
で
、
本

研
究
所
が
編
集
し
た

『
海
洋
の
し
く
み
』

（
日
本
実
業
出
版
社
）

も
好
評
で
す
。
本
年

七
月
二
○
日
の
「
海

の
日
」の
前
後
に
は
、

研
究
船
と
観
測
機
器

の
公
開
と
一
般
講
演
会
の
開
催
、
横
浜
港
で
の
深
海

掘
削
船
の
公
開
、
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で
行
わ
れ
た

「
ゆ
め
テ
ク
」で
は
ブ
ー
ス
を
用
い
た
各
部
門
の
紹
介

を
行
い
ま
し
た
。

h
ttp
://w
w
w
.o
ri.u
to
kyo
.ac.j

（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　
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平
啓
介
（
た
い
ら
・
け
い
す
け　

海
洋
研
究
所
長
）
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教　育　・　研　究　の　

海洋研究所�
Ocean Research Institute

海洋研究所の部門と分野�

海洋物理学部門�

海洋大循環分野�
海洋大気力学分野�

海洋の流れや大気―海洋間の相互作用
などの物理現象とその過程を、観測に
基づき定量的に解明する。�

海洋化学部門�

海洋無機化学分野�
生元素動態分野�

海洋における生物および物質の特性を
化学的手法により把握し、物質循環機
構を解明する。�

海洋底科学部門�

海洋底地質学分野�
海洋底地球物理学分野�
海洋底テクトニクス分野�

地質学、地球物理学、古海洋学などの手
法を用い、海底堆積層や海洋地殻の形
成と進化、プレートテクトニクス、地球
内部の構造などの海洋底を解明する。�

海洋生態系動態部門�

浮遊生物分野�
微生物分野�
底生生物分野�

海洋生態系における生物群集と海洋循
環との関係から、生物群集の進化と適応、
生態系の機構を解明する。�

海洋生命科学部門�

生理学分野�
分子海洋科学分野�
行動解析分野�

海洋生物の成長・生殖・行動・環境適応
などのメカニズムを、個体・器官・組織・
細胞・分子のレベルで解明する。�

海洋生物資源部門�

環境動態分野�
資源解析分野�
資源生態分野�

海洋生物資源の持続的利用と管理・保
全のために、その生物学的特性と環境
動態、さらに数量変動機構を解明する。�

全国共同利用研究所として、研究船で世界の海にでかけ、地球表面積の

7 0％を 占 める海洋にか ん す る 自 然科学を学際的、総合的に研究し ています 。

国際共同研究が盛んで、大学院教育にも積極的に取り組んでいます 。

写真：

〈上〉研究船白鳳丸（3991トン）

〈中〉研究船淡青丸（606トン）

〈下〉附属大�臨海研究センター
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